
   

大
阪
平
和
委
員
会
が
か
か
わ
り
、

地
域
で
平
和
活
動
が
旺
盛
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
い
く
つ
か
を

紹
介
し
ま
す
。 

【
対
区
懇
談
会
】 

９
月
２０
日
東
住
吉
平
和
委
員
会
に

よ
る
対
区
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

東
住
吉
平
和
委
員
会
か
ら
「
２
年

目
を
迎
え
た
『
模
擬
原
爆
展
』
は
区

だ
け
で
な
く
市
内
外
で
大
き
な
反
響 

を
呼
ん
で
い
る
」
「
模
擬
原
爆
の
実

相
を
知
ら
せ
る
た
め
パ
ン
フ
を
発
行

し
ロ
ビ
ー
に
置
い
て
欲
し
い
。
そ
し

て
東
住
吉
区
が
平
和
の
発
信
基
地
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
の

要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

松
本
区
民
企
画
課
長
は
「
パ
ン
フ

発
行
は
模
擬
原
爆
実
行
委
員
会
の
人

た
ち
と
も
相
談
し
て
す
す
め
た
い
」

と
前
向
き
に
応
え
ま
し
た
。 

           

【
羽
曳
が
丘
九
条
の
会
つ
ど
い
】 

９
月
１８
日(

月)

午
後
２
時
か
ら
４

時
ま
で
羽
曳
が
丘
の
公
民
館
で
３０
名

の
参
加
で
羽
曳
が
丘
九
条
の
会
主
催

の
南
西
諸
島
・
沖
縄
問
題
学
習
会
が

行
わ
れ
、
上
羽
事
務
局
長
が
講
師
を

務
め
ま
し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
は
６
ペ
ー
ジ
に 

   わ
た
る
レ
ジ
ュ
メ
を
用
い
て
以
下
の

よ
う
な
点
を
報
告
し
ま
し
た
。 

・
岸
田
内
閣
の
支
持
率
が
２０
％
に
低

迷 ・
「
安
保
３
文
書
」
で
「
専
守
防 

衛
」
を
踏
み
に
じ
り
、
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保
有
を
明
記
。
日
米
共

同
で
先
制
攻
撃
が
可
能
に 

・
軍
事
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
へ
引

き
上
げ
る
大
軍
拡
を
宣
言 

・
日
本
の
軍
事
費
は
６
兆
２
千
億

円
で
世
界
第
１０
位
。
国
民
一
人
当

た
り
４
９
０
０
０
円
の
負
担 

・
自
衛
隊
の
予
算
の
う
ち
１
兆
円 

程
度
は
毎
年
武
器
や
装
備
品
の
調

達
に
使
わ
れ
て
お
り
、
重
工
業
、

電
器
、
機
械
、
通
信
な
ど
日
本
の

多
く
の
一
流
企
業
が
受
注
競
争
に 

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る 

・
財
源
確
保
の
問
題
点 

①
増
税
へ
の
踏
み
込
み 

復
興
特

別
所
得
税
の
半
分
を
軍
事
費
に

流
用 

②
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費

窓
口
負
担
の
２
倍
化
、
介
護
の

大
改
革 

           

③
「
防
衛
力
強
化
資
金
」
と
い
う

仕
掛
け 

４
兆
６
千
億
円 

④
国
債
を
軍
事
費
に
充
当 

２
兆 

５
千
億
円 

・
対
米
追
随
で
の
中
国
排
除
の
枠 

組
み
づ
く
り
は
日
本
経
済
衰
退
の

道 

 
 

日
本
の
主
要
貿
易
相
手
国
は

第
１
位
中
国
２２
・
９
％
、
第
２

位
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
１４
・
８
％
、
第

３
位
ア
メ
リ
カ
１４
・
１
％ 

・
軍
事
費
が
日
米
軍
需
産
業
を
潤

し
、
自
民
党
に
見
返
り 

ミ
サ

イ
ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
に

２
１
１
３
億
円
。
同
ミ
サ
イ
ル

は
米
国
レ
イ
セ
オ
ン
社
製
で
オ

ー
ス
テ
ィ
ン
国
防
長
官
が
同
社

役
員
を
務
め
た
。
中
国
や
ロ
シ

ア
が
開
発
し
て
る
弾
道
ミ
サ
イ

ル
は
音
速
の
数
倍
か
ら
１
０
数

倍
で
「
音
速
」
以
下
の
ト
マ
ホ

ー
ク
で
は
と
う
て
い
「
反
撃
」

で
き
な
い
。 

・
三
菱
重
工
が
２
０
２
０
年
護
衛

艦
な
ど
を
３
１
０
２
億
円
も
受

注
し
、
自
民
党
へ
３
３
０
０
万

円
の
献
金
。 

   
 ９

月
１７
日
の
来
場
者
は
お
子
さ
ん

も
含
め
て
３
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。 

事
前
の
お
知
ら
せ
と
し
て
会
場
付
近

の
公
営
住
宅
や
ワ
ン
ル 

ー
ム
マ
ン
シ

ョ
ン
に
６
０
０
０
枚
ほ
ど
ポ
ス
テ
イ
ン

グ
を
行
い
、
９
割
ほ
ど
が
地
元
の
西
淀

川
区
か
ら
の
来
場
で
し
た
。
チ
ラ
シ
を 

６
カ
所
に
入
れ
ま
し
た
。
国
語
で
記
載

し
た
こ
と
も
あ
り
、
前
回
よ
り
も
多
く

南
米
や
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
働
き
に
来
て 

        い
る
方
々
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た 

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
も
昇
陽
高
校
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
部
の
高
校
生
１４
人
、
西
淀
病

院
医
師
２
人
を
は
じ
め
、
当
日
だ
け
で 

７６
人
、 

事
前
の
準
備
も
含
め
る
と 

９０

人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。  

 

相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
医
療
相
談
や

生
活
相
談
、
労
働
相
談
な
ど
が
あ
り
、

弁
護
士
や
生
活
と
健
康
を
守
る
会
、
西

淀
病
院
Ｍ
Ｓ
Ｗ
、
西
淀
川
地
域
労
連
な

ど
の
専
門
家
が
対
応
し
ま
し
た
。 

 

労
働
相
談
で
は
、
海
外
か
ら
日
本

に
働
き
に
来
ら
れ
て
い
る
労
働
者
か
ら

の
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

「
病
気
に
な
っ
た
時
の
医
療
保
険

が
な
い
」
「
病
気
に
な
っ
た
時
の
医
療

保
険
が 

あ
る
が
事
情
が
あ
り
使
え
な

い
」
「
医
療
保
険
は
あ
っ
て
も
医
者
に

か
か
ら
ず
に
家
で
寝
て
い
る
」
「
売
薬

で
済
ま
し
て
い
る
」 

な
ど
や
、
「
現

在
、
困
り
ご
と
は
あ
る
が
、
日
常
的
に

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
」
な
ど
の
回

答
も
相
当
数
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま 

し
た

し
、
「
こ
れ
か
ら
ど
う
よ
う
に
生
き
て

い
け
ば
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い 

う
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。 

初
め
て
参 

加
し
た
西
淀
病
院
の
１
年
目
の
看
護
師

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

来
場
者
の
話
を
聞
く
中
で
、
「
か
か
り

つ
け
医
が
い
な
い
人
が
結
構
い
る
の
が

気
に
な
り
ま
す
」
と
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

食
料
支
援
は
実
行
委
員
会
で
購
入
し

た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
各
実
行
委
員 

会
に
加
盟
す
る
構
成
員
の
仲
間
の
寄

付
、
西
栄
寺
、
パ
ル
コ
ー
プ
、
淀
川
市

民
生
協
、
津
軽
農
民
連
な
ど
か
ら
寄
贈

し
て
頂
い
た
も
の
な
ど
、
お
米
や
パ
ッ

ク
ご
飯
、
野
菜
や 

リ
ン
ゴ
、
冷
凍
食

品
、
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
の
文
具
や
遊

具
、
紙
オ
ム
ツ
や
洗
剤
な
ど
の
日
用
品

な
ど
を
提
供
し
ま
し
た
。 

外
国
か
ら

来
ら
れ
た
親
子
は
、
リ
ユ
ー
ス
（
と
て

も
大
切
に
使
わ
れ
た
き
れ
い
な
も
の
）

の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
喜
ん
で
持
っ
て 

か

え
っ
て
い
ま
し
た
し
、
沢
山
の
方
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
も
頂
き
ま
し

た
。 

実
行
委
員
会
で
は
、
今
後
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
「
医
療
保
険
が
な
い
」

「
相
談
す
る
人
が
い
な
い
」
な
ど
、
気

に
な
る
方
の
フ 

ォ 

ロ
ー
を
行
っ
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

（
西
淀
川
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
） 

    

大
軍
拡•

大
増
税
Ｎ
Ｏ
連
絡
会
八

尾
連
絡
会
及
び
八
尾
平
和
委
員
会
の

八
尾
市
長
へ
の
「
八
尾
駐
屯
地･

八

尾
空
港
の
重
要
土
地
等
調
査
法
に
夜

注
視
区
域
指
定
に
関
す
る
要
望
書
」

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

両
会
は
９
月
２０
日
（
水
）
午
前

１０
時
３０
分
に
市
長
秘
書
課
を
訪
ね

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

１０
時
に
河
内
へ
い
わ
館
に
集
合
し

て
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
か
ら
市
役
所

に
行
き
ま
し
た
。 

要
望
書
に
対
す
る
八
尾
市
当
局
の 

対
応
に
つ
い
て
は
次
号
の
大
阪
版
な
ど 

で
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。 

 

２０２３年１０月２５日(水) 

 

地
域
で
旺
盛
な
平
和
活
動 

西
淀
川
フ
ー
ド
バ
ン
ク 

八
尾
平
和
が
市
に
要
請

１０
月
常
任
理
事
会
開
催 

 

２３３５号 

 

 

 



 

   

大
阪
原
水
爆
禁
止
協
議
会
は
、
９
月

２６
日
Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
北
口
で
午
後
５

時
３０
分
よ
り
６
時
す
ぎ
ま
で
１８
人
で

核
兵
器
廃
絶
国
際
デ
ー
宣
伝
を
実
施
し

ま
し
た
。 

大
阪
平
和
委
員
会
か
ら
は
吉
田
事
務

局
次
長
な
ど
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

マ
イ
ク
を
持
っ
て
訴
え
を
し
た
の
は
、

３
名
で
う
ち
一
人
は
上
羽
事
務
局
長
で

し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
は
「
９
月
１９
日 

現
在
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
し

た
の
は
９３
カ
国
、
国
連
加
盟
国
１
９ 

３
カ
国
の
過
半
数
ま
で
あ
と
４
カ 

国
と
な
り
ま
し
た
。
核
兵
器
禁
止
条

約
に
参
加
す
る
国
が
続
々
と
増
え
る

中
、
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
の
日
本 

が
い
ま
だ
に
参
加
し
て
い
な
い
の
は

お
か
し
な
こ
と
だ
。
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
軍
事
的
緊
張

が
高
ま
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
核
兵
器

禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
強
く
求
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
」 

            

大
阪
憲
法
会
議
は
、
１０
月
９
日
午

後
５
時
か
ら
１
時
間
近
く
１０
月
度
の

「
９
の
日
」
宣
伝
行
動
を
１０
人
ほ
ど

の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
に
は
府
下
各
地
の
団
体

か
ら
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

４
人
の
弁
士
が
マ
イ
ク
を
も
っ
て

訴
え
ま
し
た
が
、
そ
の
一
人
は
上
羽

事
務
局
長
で
し
た
。 

こ
の
行
動
を
通
し
て
「
日
本
政
府 

に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・
批 

准
を 

求
め
る
署
名
」
が
１８
筆
よ
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

   

９
月
２７
日
午
後
６
時
よ
り
７
時
ま

で
第
４
回
組
織
委
員
会
が
５
人
の
出

席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
が
２
ペ
ー
ジ
の
レ

ジ
ュ
メ
を
用
い
て
組
織
の
現
状
と
１０

月
の
仲
間
増
や
し(

会
員
・
新
聞
拡

大)

の
目
標
を
提
示
。 

片
方
副
会
長
な
ど
参
加
者
が
全
員

発
言
し
、
「
１０
月
の
仲
間
増
や
し
が

ん
ば
ろ
う
」
と
確
認
し
、
閉
会
し
ま

し
た
。 

 

   

１０
月
４
日
午
後
６
時
西
晃
会
長
が

辺
野
古
新
基
地
反
対
運
動
な
ど
に
触

れ
た
冒
頭
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
上

羽
事
務
局
長
が
７
頁
に
わ
た
る
レ
ジ

ュ
メ
に
基
づ
い
て
議
案
を
提
案
。 

上
羽
事
務
局
長
は
９
月
９
日
都
島

平
和
委
員
会
が
２６
名
の
参
加
で
総
会

を
成
功
さ
せ
た
こ
と
、
９
月
１１
日
沖

縄
県
名
護
市
平
和
委
員
会
の
上
野
郁

子
事
務
局
長
を
大
阪
平
和
委
員
会
事

務
所
に
招
い
て
２０
人
を
前
に
辺
野
古

新
基
地
建
設
を
許
さ
な
い
座
り
込
み

運
動
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
、
９
月
２０
日
東
住

吉
平
和
委
員
会
が
平
和
行
政
に
つ
い

て
区
役
所
交
渉
を
実
施
し
た
こ
と
な

ど
こ
こ
２
カ
月
の
大
阪
平
和
委
員
会

の
活
動
と
地
域
の
主
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

こ
の
会
議
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で

き
な
か
っ
た
バ
ス
ツ
ア
ー
を
１２
月
に
実

施
す
る
こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

   –
 

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
１０
月
１３

日
正
か
ら
４５
分
間
に
わ
た
り
近
鉄
上

本
町
駅
前
で
月
例
沖
縄
連
帯
行
動
を

１１
人
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。  

 
 

こ
の
行
動
で
は
、
上
羽
事
務
局
長

と
う
た
ご
え
協
議
会
の
立
川
さ
ん
ら

３
名
が
マ
イ
ク
を
持
っ
て
、
「
岸
田

政
権
は
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
２
兆

円
を
費
や
し
て
し
行
お
う
と
し
て
い

る
。
ジ
」
ゴ
ン
の
住
む
大
浦
湾
を
守

ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
「
辺
野
古

新
基
地
断
念
を
求
め
る
」
署
名
が
２７

筆
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

１１
月
は
１５
日
に
近
鉄
上
本
町
駅
前

で
実
施
予
定
。
多
数
ご
参
加
を
。 

       

「 

 

  

原
水
爆
禁
止
大
阪
府
協
議
会
は 

１０
月
６
日
正
午
よ
り
約
１
時
間
近
鉄

上
本
町
駅
前
で
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ

す
６
・
９
行
動
を
２０
名
の
参
加
で
実

施
し
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
に
は
天
王
寺
平
和
委
員 

か
ら
も
多
数
参
加
し
、
上
羽
事
務
局

長
が
４
人
中
３
番
目
に
マ
イ
ク
持
ち

訴
え
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
通
し
て
「
日
本
政
府
に

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
求

め
る
署
名
が
１８
筆
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

   

 
         

１１
月
１１
日(

土) 
 

▼ 

開
会
集
会 

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
可 

１３
：
００
～
１５
：
３０ 

宝
山
ホ
ー
ル

〔
鹿
児
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
〕  

 

▼ 

学
び
と
交
流
の
つ
ど
い 

 

１６:

３０
～
１８
：
３０ 

 

鹿
児
島
市
内 

１１
月
１２
（
日
） 

 

▼ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
分
科
会 

 

９:

００
～
１１:

５０ 

鹿
児
島
市
内 

 

国
際
シ
ン
ポ
「
軍
事
対
立
か
ら
抜

け
出
し
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
ア

ジ
ア
太
平
洋
を
つ
く
る
た
め
に
」 

サ
ン
プ
ラ
ザ
天
文
館
７
階
ホ
ー
ル 

分
科
会 

 

鹿
児
島
市
内 

１１
月
１３
日(

月) 

▲
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
企
画
・
馬
毛
島
基

地
建
設
反
対
交
流 

午
前
か
ら
午
後 

  

午
前
～
午
後 

        

   

     

           【１１月行事案内】 

１日(水) 第４回常任理事会 18：00  

３日(金)  大阪総がかり憲法集会 13：45 扇町公園 

５日(日)  生野区平和健康こどもフェスタ 10：00～13：00舎利寺中央公園 

11日(土) 平和大会開会集会＠鹿児島宝山ホール 

12日(日)    〃国際シンポ 9：00～11：50 

        〃閉会集会・パレード 13：30～15：00 

15日(水) 沖縄連帯行動 12：00 近鉄上本町駅前 

22日(水) 安保 23行動 12：00 淀屋橋 

25日(土) 日本母親大会 13：00～16：00 26日(日)  〃 分科会 

30 日(木) COP28(～12／12)／原発賠償訴訟大阪地裁 202 号 9：00～本館前集

合  

組
織
委
員
会
開
催 

核
兵
器
廃
絶
国
際
デ
ー

か

く

へ

￥
￥
￥
￥
￥
￥
生
野

フ
ー
ド
バ
ン
ク 

「
９
の
日
」
宣
伝
に
協
力 

１０
月
沖
縄
連
帯
行
動 

日
本
平
和
大
会
実
施
要
項 

 

▼ 

開
会
集
会 

1
3
:
0
0

～1
5
:
3
0
 

宝
山
ホ
ー
ル
〔
鹿
児
島
県
文
化
セ
ン

タ
ー
〕 

（
鹿
児
島
市
山
下
町5-3

） 
 

▼ 

学

び

と

交

流

の

つ

ど

い 

1
6
:
3
0

～1
8
:
3
0
 

鹿
児
島
市
内 

ⓐ 

青
年
交
流
企
画
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
私
た
ち
の
『
平

和
の
準
備
』
を
し
よ
う
」 

 
 

 

宝
山
ホ
ー
ル
第
４
会

議
室 

ⓑ 

韓
国
代
表
と
の
交
流 

 
 

 

宝
山
ホ
ー
ル
第
６
会

議
室 

ⓒ 

馬
毛
島
基
地
建
設
に
反
対

す
る
市
民
と
の
交
流 

 
 

 

サ
ン
プ
ラ
ザ
天
文
館

６
階
大
ホ
ー
ル 

ⓓ 

鹿
児
島
の
戦
争
と
平
和
の

歴
史
を
学
ぶ
つ
ど
い 

 
 

 

宝
山
ホ
ー
ル
第
５
会

議
室 

ⓔ 

九
州
の
軍
事
化
問
題
の
学

習
と
交
流 

 
 

 

サ
ン
プ
ラ
ザ
天
文
館

２
階
ホ
ー
ル 

ⓕ 

憲
法
９
条
に
も
と
づ
く
平

和
外
交
の
可
能
性
を
学
ぶ
つ

ど
い 

 
 

 

宝
山
ホ
ー
ル
第
３
会

議
室 

ⓖ 

オ
ス
プ
レ
イ
問
題
を
深
堀

す
る
交
流
会 

 
 

 
 

 
 

 

サ
ン
プ
ラ
ザ
天
文
館

２
階E

6

会
議
室 

ⓗ 

日
中
と
琉
球
の
歴
史
か
ら

台
湾
問
題
を
考
え
る
つ
ど
い 

 
 

 
 

 

中
央
公
民
館
第
３
中

会
議
室 

 

１
１
月
１
２
（
日
） 

 

▼ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
分
科
会 

9
:
0
0

～11:
5
0
 

鹿
児
島
市
内 

国
際
シ
ン
ポ
「
軍
事
対
立
か

ら
抜
け
出
し
、
核
兵
器
の
な

い
平
和
な
ア
ジ
ア
太
平
洋
を

つ
く
る
た
め
に
」 

 
 

 

サ
ン
プ
ラ
ザ
天
文
館

７
階
ホ
ー
ル 

分
科
会 

① 

「
戦
争
国
家
」
づ
く
り

の
大
軍
拡
に
反
対
す
る
運
動 

 
 

 
 

 
 

 
 

サ
ン
プ
ラ
ザ
天
文

館
２
階
ホ
ー
ル ② 

大
軍
拡
路
線
反
対
と
結

ん
だ
全
国
の
基
地
闘
争
の
交

流 

宝
山
ホ
ー
ル
第
３

会
議
室 

 

③ 

軍
事
費
削
っ
て
暮
ら

し
、
医
療
、
教
育
に 

宝
山
ホ
ー
ル
第
５

会
議
室 

④ 

自
衛
隊
員
募
集
業
務
へ

の
自
治
体
な
ど
の
協
力
問
題 

中
央
公
民
館
第

1

中
会
議
室 

⑤ 

米
軍
被
害
Ｎ
Ｏ
！
日
米

地
位
協
定
改
定
を 

中
央
公
民
館
第
２

中
会
議
室 

⑥ 

歴
史
認
識
問
題
、
次
世

代
に
ど
う
戦
争
を
伝
え
て
い

く
の
か 

宝
山
ホ
ー
ル
第
４

会
議
室 

⑦
《 

入
門
編 

》
岸
田
政
権

の
軍
拡
路
線
に
対
抗
し
、
「
私

の
安
保
３
文
書
」
を
考
え
よ

う 

宝
山
ホ
ー
ル
第
６

会
議
室 

⑧
《 

動
く
分
科
会 

》
知
覧

特
攻
平
和
会
館
訪
問
ツ
ア
ー 

 
 

集
合
時
間 

7

：45 

集
合
場
所 

鹿
児

島
中
央
駅
西
口
（
バ
ス
の
前

に
ノ
ボ
リ
を
立
て
る
な
ど
し

て
案
内
し
ま
す
） 

＊
動
く
分
科
会
は

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
大
会
参
加
費
以
外
に
バ

ス
代
等
が
か
か
り
ま
す
。 

 

▼ 

閉

会

集

会

・

パ

レ

ー

ド 

1
3
:
3
0

～15:
0
0
 

鹿
児
島
市
み
な
と

大
通
り
公
園 パ

レ
ー
ド
は
、
公
園
か
ら
鹿

児
島
中
央
駅
手
前
の
高
見
橋
ラ
イ
オ
ン

ズ
公
園
ま
で
（
流
れ
解
散
） 

 

※
各
会
場
の
地
図
等
の
詳
細

は
、
「
大
会
し
お
り
」
に
載
せ
ま
す 

 

１
１
月
１
３
（
月
） 

 

★ 

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
企
画 

馬
毛
島

基
地
建
設
反
対
・
現
地
交
流
（
西
之
表

市
） 

集
合  7

：00

（
予
定
） 

場

所 

鹿
児
島
本
港
南
埠
頭
旅
客
船
タ
ー
ミ

ナ
ル 

往
路 

 
7

：30 

鹿
児
島
港
発 

→
  9

：05 

種
子
島
着 

交
流
・
昼
食
等 

復
路 

14

：00 

種
子
島
発  

→
 15

：35 

鹿
児
島
港
着 

＊
日
程
や
集
合
場
所
な
ど
の

詳
細
は
、
大
会
当
日
に
お
配
り
す
る

「
大
会
し
お
り
」
に
載
せ
ま
す
。 

＊
種
子
屋
久
高
速
フ
ェ
リ
ー

利
用 

 
 

 
 

＊
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。 

大
会
参
加
費
以
外
に
、
フ

ェ
リ
ー
代
約18,000

円
と
参
加
費
等

1,000

円
が
か
か
り
ま
す
。
（
参
加
費
の

欄
参
照
） 

 

動
に
協
力 

に 

第三種郵便物認可   2335号      平 和 新 聞  2023年 10 月 25 日(水曜日）  （２） 

 

常
任
理
事
会
を
開
催 

６
・９
行
動
に
協
力 

 

 

〈
お
知
ら
せ
〉 

【
年
末
に
平
和
バ
ス
ツ
ア
ー
実
施
】 

◇
行
先―

京
都
宇
治
ウ
ト
ロ
、
山
宣

記
念
館
、
祝
園
自
衛
隊
基
地 

 

◇
１２
月
１６
日(

土) 

＊
詳
細
は
別
途 

＊
お
楽
し
み
に 

 

 


